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所信と報告を述べる奥ノ木市長

副 議 長　幡野　茂
当選回数　３回
役 職 歴
　福祉健康常任委員会委員長
　議会運営委員会副委員長
　監査委員

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
本
会
議
の

様
子
が
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

ま
た
、
議
会
に
関
す
る
中
学
生
向
け

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

補
正
予
算
議
案

|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|

　
一
般
会
計
は
、１０
億
２
千
570
万
８
千
円
の
追
加
で
、

そ
の
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

・
埼
玉
高
速
鉄
道
線
新
井
宿
駅
の
暫
定
交
通
広
場

を
新
た
に
整
備
す
る
た
め
の
用
地
購
入
や
実
施

設
計
な
ど
に
係
る
経
費
を
計
上
す
る
も
の
。

・
都
市
公
園
に
お
け
る
遊
具
の
更
新
及
び
修
繕
を

行
う
た
め
の
経
費
を
計
上
す
る
も
の
。

・
中
学
校
夜
間
学
級
を
新
設
す
る
た
め
の
準
備
経

費
を
計
上
す
る
も
の
。

　
特
別
会
計
は
、
国
民
健
康
保
険
事
業
で
、
２
千

499
万
６
千
円
が
追
加
さ
れ
、
企
業
会
計
は
、
水
道

事
業
会
計
で
３
千
614
万
８
千
円
が
追
加
さ
れ
ま
し

た
。

一
般
議
案

|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|

主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

 

条
例
議
案

◆
川
口
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
優
良
住
宅
地

の
造
成
等
に
お
け
る
土
地
の
長
期
譲
渡
所
得
等
に

係
る
課
税
特
例
の
適
用
期
限
の
延
長
、
保
育
の
受

け
皿
整
備
促
進
の
た
め
家
庭
的
保
育
事
業
等
に
使

用
す
る
家
屋
等
に
係
る
固
定
資
産
税
お
よ
び
都
市

計
画
税
の
特
例
措
置
の
実
施
、
燃
費
性
能
な
ど
の

優
れ
た
軽
自
動
車
の
取
得
に
係
る
翌
年
度
分
の
税

率
を
軽
減
す
る
特
例
措
置
の
内
容
を
見
直
し
た
う

え
期
間
を
延
長
す
る
な
ど
の
改
正
を
行
う
も
の
。

◆
川
口
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
設
置
及
び
管
理
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
老
朽
化
し
た
新
郷
た
た
ら
荘
を
新
郷
保
育
所
と

の
合
築
に
よ
り
建
て
替
え
る
こ
と
に
伴
い
、
名
称

お
よ
び
位
置
を
定
め
る
も
の
。

◆
川
口
市
消
防
団
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
大
規
模
災
害
に
お
け
る
特
定
の
活
動
に
限
り
従

事
す
る
機
能
別
団
員
を
新
た
に
設
け
る
こ
と
に
伴

い
、そ
の
資
格
要
件
、報
酬
な
ど
を
定
め
る
も
の
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
・
・
ほ
か
５
件

 

契
約
議
案

◆
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

・
新
郷
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
・
新
郷
南
公
民
館
耐

震
補
強
等
工
事

 

財
産
の
取
得
議
案

◆
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

・
は
し
ご
付
消
防
自
動
車
　
　
・
・
・
ほ
か
１
件

 

専
決
処
分
の
承
認
議
案

◆
専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て

・
平
成
28
年
度
川
口
市
一
般
会
計
補
正
予
算
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
・
・
ほ
か
４
件

 

市
道
路
線
の
認
定
議
案

◆
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

・
青
木
第
２８９―

１
号
線

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
・
・
ほ
か
２
路
線

 

人
事
議
案

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

◆
川
口
市
監
査
委
員
の
選
任
同
意
に
つ
い
て

　
小
川
　
春
海

◆
川
口
市
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
同
意
に
つ
い
て

　
飯
村
　
靖
史
、
加
藤
　
�
江
、
小
林
　
祐
一
、

　
坂
口
　
清
貴
、
鈴
木
　
國
雄
、
髙
山
　
健
司
、

　
中
田
英
一
朗
、
中
山
　
栄
次
、
松
澤
　
正
久
、

　
山
岡
　
　
孝
、
山
岡
　
宗
義
、
山
崎
　
　
豊

◆
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て

　
神
山
　
雅
子
、
萩
原
　
利
夫
、
若
林
の
り
子

 

一
般
議
案
（
追
加
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

◆
川
口
市
監
査
委
員
の
選
任
同
意
に
つ
い
て

　
関
　
裕
通
、
石
橋
　
俊
伸

議
員
提
案

|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|

　
今
定
例
会
に
議
員
提
案
と
し
て
、
条
例
１
件
、

意
見
書
２
件
の
提
出
が
あ
り
、
審
議
の
結
果
、
い

ず
れ
も
可
決
さ
れ
、
意
見
書
に
つ
い
て
は
関
係
機

関
へ
送
付
し
ま
し
た
。

【
条
例
】

◆
川
口
市
手
話
言
語
条
例

　
聴
覚
障
害
者
等
が
手
話
を
用
い
て
日
常
生
活
な

ど
を
安
心
し
て
営
み
、
全
て
の
市
民
が
障
害
の
有

無
に
か
か
わ
ら
ず
、
共
生
で
き
る
地
域
社
会
の
実

現
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
言
語
で
あ

る
手
話
に
対
す
る
理
解
の
促
進
と
普
及
に
関
す
る

基
本
理
念
や
市
の
責
務
等
を
定
め
る
も
の
。

【
意
見
書
】

◆
国
民
健
康
保
険
の
安
定
的
運
営
の
た
め
財
政
基

盤
の
強
化
を
求
め
る
意
見
書

◆
地
域
経
済
と
雇
用
を
支
え
る
中
小
・
小
規
模
企

業
の
経
営
基
盤
を
強
化
す
る
た
め
の
施
策
拡
充

を
求
め
る
意
見
書 議

会
人
事

|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

（
◎
印
は
委
員
長
、
○
印
は
副
委
員
長
）

【
総
務
常
任
委
員
会
】

◎
前
田
　
亜
希
、
○
芦
田
　
芳
枝
、

　
最
上
　
祐
次
、
岡
村
ゆ
り
子
、
古
川
　
九
一
、

　
井
上
　
　
薫
、
前
原
　
博
孝
、
柳
田
つ
と
む
、

　
金
子
　
幸
弘
、
稲
川
　
和
成
、
大
関
　
修
克

【
福
祉
健
康
常
任
委
員
会
】

◎
芝
﨑
　
正
太
、
○
榊
原
　
秀
忠
、

　
青
山
　
聖
子
、
濱
田
　
義
彦
、
江
袋
　
正
敬
、

　
矢
作
　
太
郎
、
若
谷
　
正
巳
、
松
本
　
　
進
、

　
今
井
　
初
枝
、
松
本
　
英
彦
、
板
橋
　
博
美

【
環
境
経
済
文
教
常
任
委
員
会
】

◎
稲
垣
喜
代
久
、
○
矢
野
由
紀
子
、

　
須
藤
ひ
ろ
た
か
、
飯
塚
　
孝
行
、
坂
本
だ
い
す
け
、

　
碇
　
　
康
雄
、
幡
野
　
　
茂
、
関
　
　
裕
通
、

　
吉
田
　
英
司
、
石
橋
　
俊
伸

【
建
設
消
防
常
任
委
員
会
】

◎
野
口
　
宏
明
、
○
福
田
　
洋
子
、

　
奥
富
　
精
一
、
関
　
由
紀
夫
、
木
岡
　
　
崇
、

　
富
沢
　
太
志
、
杉
本
　
佳
代
、
松
本
　
幸
恵
、

　
宇
田
川
好
秀
、
関
口
　
京
子

【
議
会
運
営
委
員
会
】

◎
柳
田
つ
と
む
、
○
江
袋
　
正
敬
、

　
最
上
　
祐
次
、
榊
原
　
秀
忠
、
杉
本
　
佳
代
、

　
若
谷
　
正
巳
、
松
本
　
　
進
、
金
子
　
幸
弘
、

　
松
本
　
幸
恵
、
稲
川
　
和
成
、
宇
田
川
好
秀
、

　
大
関
　
修
克
、
関
口
　
京
子

【
戸
田
競
艇
企
業
団
議
会
議
員
】

　
碇
　
　
康
雄
、
野
口
　
宏
明
、
前
原
　
博
孝
、

　
関
　
　
裕
通
、
松
本
　
英
彦
、
大
関
　
修
克
、

　
関
口
　
京
子
、
板
橋
　
博
美

永
年
勤
続
議
員
表
彰

|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

　
全
国
市
議
会
議
長
会
お
よ
び
埼
玉
県
市
議
会
議

長
会
か
ら
永
年
に
わ
た
る
地
方
自
治
の
進
展
と
市

政
の
発
展
の
た
め
に
貢
献
さ
れ
た
功
績
に
対
し
、

次
の
議
員
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

◆
勤
続
10
年

　
木
岡
　
　
崇
、
富
沢
　
太
志
、
前
原
　
博
孝
、

　
柳
田
つ
と
む
、
関
　
　
裕
通
、
若
谷
　
正
巳
、

　
金
子
　
幸
弘

　
平
成
29
年
第
２
回
（
６
月
）
市
議
会
定
例
会
は
、
６
月
２
日
か
ら
２６
日

ま
で
の
２５
日
間
に
わ
た
り
開
か
れ
ま
し
た
。
今
回
、
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た

議
案
は
、追
加
議
案
を
含
め
、予
算
議
案
３
件
、条
例
な
ど
の
一
般
議
案
２６
件
で
、

審
議
の
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
・
承
認
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
定
例
会
に
お
い
て
副
議
長
が
選
出
さ
れ
た
ほ
か
、
各
常
任
委
員
会

委
員
な
ら
び
に
議
会
運
営
委
員
会
の
正
副
委
員
長
お
よ
び
委
員
の
改
選

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

６月市議会定例会

埼
玉
県
議
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

県
議
会
広
報
番
組

「
こ
ん
に
ち
は
県
議
会
で
す
」

テ
レ
ビ
埼
玉
に
て
放
送
中

※

詳
細
は
県
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

副
議
長
決
ま
る

予
算
・
一
般
議
案
29
件
を
議
決

議
員
提
案
に
よ
る
政
策
条
例

　「
川
口
市
手
話
言
語
条
例
」
を
可
決

市民の憩いの場として親しまれてきた
グリーンセンターは今年で開園50周年
を迎えます。
昭和42年11月に農業振興や緑地保全等
を目的に開園。昭和54年７月には流水
プール場がオープンし、同年にはスケ
ート場が開場。昭和60年11月には子ど
もたちに人気のミニ鉄道や展望スベリ
台のある「わんぱく広場」もオープン
して、さらに幅広い年代から親しまれ
る緑の拠点となりました。

皆さんのグリーンセンターにまつわる思い出を
エッセイ（作文）・絵画・写真にして
どしどし応募してください。
a８月31日㈭まで
f応募用紙に必要事項を記入の
上、郵送または持参。各部門
1人1点ずつ。

※応募者全員に参加賞があり、入賞者は11月
1日㈬の開園50周年記念式典で表彰します。

●天皇皇后両陛下（当時：皇太子同妃両殿下）が
宿泊されたお部屋を公開
●大集会堂での中庭コン
サート、茶室での茶会
や琴演奏、子ども向け
の楽しいステージ、鉄
道模型展などたくさん
のイベントを企画中！

「私のグリーンセンター展」 作品募集中 ！

応募・問い合わせ…グリーンセンター　〒333-0826　新井宿700　i048-281-2319　k048-282-0111

昭和42年 開園当時の花壇広場から大温室をのぞむ昭和60年 展望スベリ台の設置

クリーンセンターは今年で開園50周年！クリーンセンターは今年で開園50周年！クリーンセンターは今年で開園50周年！クリーンセンターは今年で開園50周年！

期限を延
長

したきゅ
ぽ！

11月の毎週土・日曜・祝日はイベントを開催！
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所信と報告を述べる奥ノ木市長

副 議 長　幡野　茂
当選回数　３回
役 職 歴
　福祉健康常任委員会委員長
　議会運営委員会副委員長
　監査委員

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
本
会
議
の

様
子
が
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

ま
た
、
議
会
に
関
す
る
中
学
生
向
け

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

補
正
予
算
議
案
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|
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|
|
|
|
|
|
|
|
|
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一
般
会
計
は
、１０
億
２
千
570
万
８
千
円
の
追
加
で
、

そ
の
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

・
埼
玉
高
速
鉄
道
線
新
井
宿
駅
の
暫
定
交
通
広
場

を
新
た
に
整
備
す
る
た
め
の
用
地
購
入
や
実
施

設
計
な
ど
に
係
る
経
費
を
計
上
す
る
も
の
。

・
都
市
公
園
に
お
け
る
遊
具
の
更
新
及
び
修
繕
を

行
う
た
め
の
経
費
を
計
上
す
る
も
の
。

・
中
学
校
夜
間
学
級
を
新
設
す
る
た
め
の
準
備
経

費
を
計
上
す
る
も
の
。

　
特
別
会
計
は
、
国
民
健
康
保
険
事
業
で
、
２
千

499
万
６
千
円
が
追
加
さ
れ
、
企
業
会
計
は
、
水
道

事
業
会
計
で
３
千
614
万
８
千
円
が
追
加
さ
れ
ま
し

た
。

一
般
議
案

|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|

主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

 

条
例
議
案

◆
川
口
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
優
良
住
宅
地

の
造
成
等
に
お
け
る
土
地
の
長
期
譲
渡
所
得
等
に

係
る
課
税
特
例
の
適
用
期
限
の
延
長
、
保
育
の
受

け
皿
整
備
促
進
の
た
め
家
庭
的
保
育
事
業
等
に
使

用
す
る
家
屋
等
に
係
る
固
定
資
産
税
お
よ
び
都
市

計
画
税
の
特
例
措
置
の
実
施
、
燃
費
性
能
な
ど
の

優
れ
た
軽
自
動
車
の
取
得
に
係
る
翌
年
度
分
の
税

率
を
軽
減
す
る
特
例
措
置
の
内
容
を
見
直
し
た
う

え
期
間
を
延
長
す
る
な
ど
の
改
正
を
行
う
も
の
。

◆
川
口
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
設
置
及
び
管
理
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
老
朽
化
し
た
新
郷
た
た
ら
荘
を
新
郷
保
育
所
と

の
合
築
に
よ
り
建
て
替
え
る
こ
と
に
伴
い
、
名
称

お
よ
び
位
置
を
定
め
る
も
の
。

◆
川
口
市
消
防
団
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
大
規
模
災
害
に
お
け
る
特
定
の
活
動
に
限
り
従

事
す
る
機
能
別
団
員
を
新
た
に
設
け
る
こ
と
に
伴

い
、そ
の
資
格
要
件
、報
酬
な
ど
を
定
め
る
も
の
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
・
・
ほ
か
５
件

 

契
約
議
案

◆
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

・
新
郷
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
・
新
郷
南
公
民
館
耐

震
補
強
等
工
事

 

財
産
の
取
得
議
案

◆
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

・
は
し
ご
付
消
防
自
動
車
　
　
・
・
・
ほ
か
１
件

 

専
決
処
分
の
承
認
議
案

◆
専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て

・
平
成
28
年
度
川
口
市
一
般
会
計
補
正
予
算
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
・
・
ほ
か
４
件

 

市
道
路
線
の
認
定
議
案

◆
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

・
青
木
第
２８９―

１
号
線

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
・
・
ほ
か
２
路
線

 

人
事
議
案

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

◆
川
口
市
監
査
委
員
の
選
任
同
意
に
つ
い
て

　
小
川
　
春
海

◆
川
口
市
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
同
意
に
つ
い
て

　
飯
村
　
靖
史
、
加
藤
　
�
江
、
小
林
　
祐
一
、

　
坂
口
　
清
貴
、
鈴
木
　
國
雄
、
髙
山
　
健
司
、

　
中
田
英
一
朗
、
中
山
　
栄
次
、
松
澤
　
正
久
、

　
山
岡
　
　
孝
、
山
岡
　
宗
義
、
山
崎
　
　
豊

◆
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て

　
神
山
　
雅
子
、
萩
原
　
利
夫
、
若
林
の
り
子

 

一
般
議
案
（
追
加
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

◆
川
口
市
監
査
委
員
の
選
任
同
意
に
つ
い
て

　
関
　
裕
通
、
石
橋
　
俊
伸

議
員
提
案

|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|

　
今
定
例
会
に
議
員
提
案
と
し
て
、
条
例
１
件
、

意
見
書
２
件
の
提
出
が
あ
り
、
審
議
の
結
果
、
い

ず
れ
も
可
決
さ
れ
、
意
見
書
に
つ
い
て
は
関
係
機

関
へ
送
付
し
ま
し
た
。

【
条
例
】

◆
川
口
市
手
話
言
語
条
例

　
聴
覚
障
害
者
等
が
手
話
を
用
い
て
日
常
生
活
な

ど
を
安
心
し
て
営
み
、
全
て
の
市
民
が
障
害
の
有

無
に
か
か
わ
ら
ず
、
共
生
で
き
る
地
域
社
会
の
実

現
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
言
語
で
あ

る
手
話
に
対
す
る
理
解
の
促
進
と
普
及
に
関
す
る

基
本
理
念
や
市
の
責
務
等
を
定
め
る
も
の
。

【
意
見
書
】

◆
国
民
健
康
保
険
の
安
定
的
運
営
の
た
め
財
政
基

盤
の
強
化
を
求
め
る
意
見
書

◆
地
域
経
済
と
雇
用
を
支
え
る
中
小
・
小
規
模
企

業
の
経
営
基
盤
を
強
化
す
る
た
め
の
施
策
拡
充

を
求
め
る
意
見
書 議

会
人
事

|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

（
◎
印
は
委
員
長
、
○
印
は
副
委
員
長
）

【
総
務
常
任
委
員
会
】

◎
前
田
　
亜
希
、
○
芦
田
　
芳
枝
、

　
最
上
　
祐
次
、
岡
村
ゆ
り
子
、
古
川
　
九
一
、

　
井
上
　
　
薫
、
前
原
　
博
孝
、
柳
田
つ
と
む
、

　
金
子
　
幸
弘
、
稲
川
　
和
成
、
大
関
　
修
克

【
福
祉
健
康
常
任
委
員
会
】

◎
芝
﨑
　
正
太
、
○
榊
原
　
秀
忠
、

　
青
山
　
聖
子
、
濱
田
　
義
彦
、
江
袋
　
正
敬
、

　
矢
作
　
太
郎
、
若
谷
　
正
巳
、
松
本
　
　
進
、

　
今
井
　
初
枝
、
松
本
　
英
彦
、
板
橋
　
博
美

【
環
境
経
済
文
教
常
任
委
員
会
】

◎
稲
垣
喜
代
久
、
○
矢
野
由
紀
子
、

　
須
藤
ひ
ろ
た
か
、
飯
塚
　
孝
行
、
坂
本
だ
い
す
け
、

　
碇
　
　
康
雄
、
幡
野
　
　
茂
、
関
　
　
裕
通
、

　
吉
田
　
英
司
、
石
橋
　
俊
伸

【
建
設
消
防
常
任
委
員
会
】

◎
野
口
　
宏
明
、
○
福
田
　
洋
子
、

　
奥
富
　
精
一
、
関
　
由
紀
夫
、
木
岡
　
　
崇
、

　
富
沢
　
太
志
、
杉
本
　
佳
代
、
松
本
　
幸
恵
、

　
宇
田
川
好
秀
、
関
口
　
京
子

【
議
会
運
営
委
員
会
】

◎
柳
田
つ
と
む
、
○
江
袋
　
正
敬
、

　
最
上
　
祐
次
、
榊
原
　
秀
忠
、
杉
本
　
佳
代
、

　
若
谷
　
正
巳
、
松
本
　
　
進
、
金
子
　
幸
弘
、

　
松
本
　
幸
恵
、
稲
川
　
和
成
、
宇
田
川
好
秀
、

　
大
関
　
修
克
、
関
口
　
京
子

【
戸
田
競
艇
企
業
団
議
会
議
員
】

　
碇
　
　
康
雄
、
野
口
　
宏
明
、
前
原
　
博
孝
、

　
関
　
　
裕
通
、
松
本
　
英
彦
、
大
関
　
修
克
、

　
関
口
　
京
子
、
板
橋
　
博
美

永
年
勤
続
議
員
表
彰

|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

　
全
国
市
議
会
議
長
会
お
よ
び
埼
玉
県
市
議
会
議

長
会
か
ら
永
年
に
わ
た
る
地
方
自
治
の
進
展
と
市

政
の
発
展
の
た
め
に
貢
献
さ
れ
た
功
績
に
対
し
、

次
の
議
員
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

◆
勤
続
10
年

　
木
岡
　
　
崇
、
富
沢
　
太
志
、
前
原
　
博
孝
、

　
柳
田
つ
と
む
、
関
　
　
裕
通
、
若
谷
　
正
巳
、

　
金
子
　
幸
弘

　
平
成
29
年
第
２
回
（
６
月
）
市
議
会
定
例
会
は
、
６
月
２
日
か
ら
２６
日

ま
で
の
２５
日
間
に
わ
た
り
開
か
れ
ま
し
た
。
今
回
、
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た

議
案
は
、追
加
議
案
を
含
め
、予
算
議
案
３
件
、条
例
な
ど
の
一
般
議
案
２６
件
で
、

審
議
の
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
・
承
認
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
定
例
会
に
お
い
て
副
議
長
が
選
出
さ
れ
た
ほ
か
、
各
常
任
委
員
会

委
員
な
ら
び
に
議
会
運
営
委
員
会
の
正
副
委
員
長
お
よ
び
委
員
の
改
選

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

６月市議会定例会

埼
玉
県
議
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

県
議
会
広
報
番
組

「
こ
ん
に
ち
は
県
議
会
で
す
」

テ
レ
ビ
埼
玉
に
て
放
送
中

※

詳
細
は
県
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

副
議
長
決
ま
る

予
算
・
一
般
議
案
29
件
を
議
決

議
員
提
案
に
よ
る
政
策
条
例

　「
川
口
市
手
話
言
語
条
例
」
を
可
決

市民の憩いの場として親しまれてきた
グリーンセンターは今年で開園50周年
を迎えます。
昭和42年11月に農業振興や緑地保全等
を目的に開園。昭和54年７月には流水
プール場がオープンし、同年にはスケ
ート場が開場。昭和60年11月には子ど
もたちに人気のミニ鉄道や展望スベリ
台のある「わんぱく広場」もオープン
して、さらに幅広い年代から親しまれ
る緑の拠点となりました。

皆さんのグリーンセンターにまつわる思い出を
エッセイ（作文）・絵画・写真にして
どしどし応募してください。
a８月31日㈭まで
f応募用紙に必要事項を記入の
上、郵送または持参。各部門
1人1点ずつ。

※応募者全員に参加賞があり、入賞者は11月
1日㈬の開園50周年記念式典で表彰します。

●天皇皇后両陛下（当時：皇太子同妃両殿下）が
宿泊されたお部屋を公開
●大集会堂での中庭コン
サート、茶室での茶会
や琴演奏、子ども向け
の楽しいステージ、鉄
道模型展などたくさん
のイベントを企画中！

「私のグリーンセンター展」 作品募集中 ！

応募・問い合わせ…グリーンセンター　〒333-0826　新井宿700　i048-281-2319　k048-282-0111

昭和42年 開園当時の花壇広場から大温室をのぞむ昭和60年 展望スベリ台の設置

クリーンセンターは今年で開園50周年！クリーンセンターは今年で開園50周年！クリーンセンターは今年で開園50周年！クリーンセンターは今年で開園50周年！

期限を延
長

したきゅ
ぽ！

11月の毎週土・日曜・祝日はイベントを開催！


